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	応用
	抗原情報
	背景
	ドッキングタンパク質1（DOK1）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、受容体チロシンキナーゼの下流のシグナル伝達経路の一部です。コードされるタンパク質は、多タンパク質シグナル伝達複合体の組み立てのためのプラットフォーム形成を助ける足場タンパク質です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2016年1月],ドメイン：PTBドメインは受容体相互作用を媒介します。,機能：DOKタンパク質は酵素的に不活性なアダプターまたは足場タンパク質です。これらは、多分子シグナル伝達複合体の組み立てのためのドッキングプラットフォームを提供します。DOK1は、インスリンシグナル伝達経路の負の調節因子であると考えられます。ITGB3上の同じ結合部位をタリンと競合することにより、インテグリンの活性化を調節します。,PTM：恒常的にチロシンリン酸化されています。,PTM：インスリン受容体キナーゼによってチロシン残基がリン酸化されます。インスリンシグナル伝達経路の負の調節をもたらす。,類似性：DOKファミリーに属する。タイプAサブファミリー。,類似性：IRS型PTBドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,サブユニット：ABLと相互作用する（類似性による）。RasGAPおよびINPP5D/SHIP1と相互作用する。リン酸化ITGB3と直接相互作用する。,組織特異性：膵臓、心臓、白血球、脾臓で発現する。休止期および活性化末梢血T細胞の両方で発現する。,
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	p62 Dok抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	p62 Dok抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Dok-1ポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

